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1. 地域経済連携支援講座 京浜急行・京成電鉄ラインの連携を通しての地域活性化
地域経済連携支援講座は第 3シリーズを迎えた｡ 今回は ｢京浜急行・京成電鉄ラインの連携｣
がコンセプトである｡ これは, 両鉄道が一本のレールでつながっているところから構想された｡
一本のレールは, 自然な人の流れが生まれる ｢ライン｣ と言える｡ 一方, ｢連携支援｣ は広域連
携支援プログラムの根幹テーマであるから, シリーズ化しているのは, 連携支援の概念の浸透に
とって大きなプラスとなる｡ そこで, ライン上の自治体の首長をお招きし, 講座を行った｡ 自治
体の長の講座は, ｢まちづくり｣ に大変参考になるものであった｡ 最終第 5回は, それら首長の
講座をもとに, 受講者でディスカッションを行った｡ 講座は, 駿河台校舎アカデミーコモンで開
講した｡
■日程
第 1講 2007/10/01 濱野 健 品川区長
第 2講 2007/10/12 吉田英男 三浦市長
第 3稿 2007/10/22 小泉一成 成田市長
第 4講 2007/10/29 荒木 勇 習志野市長












まず ｢国際都市東京の表玄関・品川区｣ というキーワードの提示があった｡ 品川区は, 地域を
移動してゆく人口が日本一である, ということである｡ これは, 日本の交通の大動脈が, 鉄道・
道路とも品川区を通っていることによる｡ 東京圏の要衝でもある｡ こうした地の利を活かした政
策をこれからも実行してゆく, という講義内容であった｡






テ ー マ：地域連携と “みうらスタイル”
講義概要
三浦市の地域活性化は “三浦スタイル” というプロジェクト名称になっている｡ “三浦スタイ
ル” では, 三浦市東京支店 ｢なごみま鮮果｣ について, またスカベンジ活動という海浜清掃につ












しているとのこと｡ これは, 空港という施設に依存したまちづくりではなく, むしろまちづくり
のために空港を育てていく, という逆転の発想である｡
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また, ｢生涯を完結できるまちづくり｣ という施策では, ｢住んでよし, 訪れてよし, 働いてよ





講 師：荒木 勇 (習志野市長)
テ ー マ：文教とスポーツの地, 習志野
講義概要
キーワードは文教とスポーツであるという｡ なかでも, 音楽が非常に盛んで, 吹奏楽部が毎年
好成績をあげ, さらにスポーツが盛んで, 特に野球に強く, 三角ベースの普及に力を入れている
とのこと｡ 全国的に有名な音楽ホールがあり, 高校野球の名門校があり, 読売巨人軍発祥の地と
いうことで, 音楽とスポーツは市の誇りなのである｡ スローガンは ｢一市民・一文化・スポーツ・
ボランティア｣｡ ボランティアは, これからのまちづくりには欠かせない要素だろう｡
これからの課題は ｢こども園構想｣ だという｡ これは, 幼稚園・保育所の再編・民営化のこと
で, 働いていてもいなくても安心して子どもを任せられる施設を作る, ということである｡ また,










冒頭にあがった ｢これからのコミュニティの形成｣ をいうことが, 本日の全体の流れとなった｡
｢地域のコミュニティが, だんだん不足してきている, あるいは崩壊してきている｣, という問題提
起について, とことん議論された｡ 昔ながらの〈町会, 行政職員の努力, 市民活動, 新しい町と
古い町の交流, コミュニティづくりのための商業活動, 市民会議などさまざまな提言がなされた｡
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